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て
る
と
と
も
に
、
小
金
井
ら
し
い

「
安
全
で
お
い
し
く
温
か
い
給
食
」

を
維
持
・
向
上
し
提
供
し
続
け
て
い

く
た
め
に
も
、
将
来
を
見
据
え
た
必

要
不
可
欠
な
決
断
で
あ
る
と
考
え
る
。

保
護
者
の
方
の
不
安
が
解
消
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

当
予
算
に
は
、
福
祉
、
消
費
者
、

い
じ
め
対
策
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
準
備
な
ど

評
価
で
き
る
関
連
項
目
が
含
ま
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
学
校
給
食
調
理
業

務
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き

な
い
。
こ
の
進
め
方
は
拙
速
で
あ
り
、

保
護
者
の
理
解
を
得
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
一
般
質
問
に
お
い
て
、

民
間
委
託
を
す
る
前
に
放
射
線
対
策

を
す
べ
き
、
ま
た
は
民
間
委
託
で
生

み
出
し
た
経
費
を
放
射
線
対
策
の
財

源
に
充
て
る
べ
き
と
提
案
し
た
が
、

市
長
の
答
弁
は
ゼ
ロ
回
答
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
本
議
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

小
学
校
５
校
の
給
食
調
理
民
間
委

託
関
連
予
算
７
千　

万
２
千
円
を
含

７９５

む
今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
３
次
行

財
政
改
革
大
綱
の
方
針
に
沿
い
職
員

数
の
適
正
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

保
護
者
対
象
の
説
明
会
で
は
、
保
護

者
の
不
安
を
解
消
で
き
ず
、
提
案
が

唐
突
、
進
め
方
が
拙
速
と
の
意
見
が

出
た
。
し
か
し
、
職
員
数
削
減
で
調

理
業
務
の
職
員
体
制
が
厳
し
い
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
今
後
は
保
護
者
だ

け
で
な
く
学
校
給
食
や
食
育
に
関
心

を
寄
せ
る
市
民
と
と
も
に
、
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委

託
に
関
す
る
予
算
に
賛
成
で
き
な
い
。

調
理
員
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
や
行

財
政
改
革
の
観
点
か
ら
、
調
理
業
務

の
直
営
体
制
を
見
直
す
点
は
賛
成
だ

が
、
進
め
方
に
問
題
が
あ
る
。
今
回

の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
納
得
し
て

い
な
い
保
護
者
の
声
が
多
く
、
市
民

参
加
条
例
に
反
し
て
い
る
疑
念
は
、

市
の
答
弁
を
聞
い
て
も
拭
え
な
か
っ

た
。
こ
の
進
め
方
を
認
め
る
こ
と
で
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
行
政
の
市
民
後

回
し
の
や
り
方
は
改
善
さ
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
今
後
の
小
金
井
市
全

体
を
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

百
瀬
和
浩
（
み
ん
な
の
党
）

　

賛
成
の
理
由
は
、
学
校
給
食
調
理

業
務
の
民
間
委
託
の
た
め
の
予
算
が

計
上
さ
れ
、
民
間
委
託
で
安
心
・
安

全
を
確
保
し
、
経
済
性
の
高
い
事
業

と
し
て
今
後
の
行
政
運
営
に
寄
与
で

き
る
道
が
開
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
小
金
井
市
の
学
校
給

食
の
伝
統
を
民
間
事
業
者
に
伝
承
し
、

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を

融
合
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

　

民
間
委
託
後
は
、
児
童
の
安
心
・

安
全
を
最
優
先
と
し
、
そ
の
保
護
者

や
関
係
者
が
十
分
に
納
得
で
き
る
学

校
給
食
を
、
継
続
的
に
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

小
学
校
５
校
の
学
校
給
食
調
理
業

務
の
委
託
化
が
提
案
さ
れ
た
。
第
３

次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
平

成　

年
か
ら
議
会
に
示
し
、
組
合
と

２２
本
年
４
月
に
合
意
。
現
状
、
業
務
と

職
員
体
制
は
限
界
ま
で
き
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ

の
実
態
を
重
く
受
け
止
め
、
給
食
を

安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
９
月
か

ら
の
委
託
化
に
向
け
努
力
し
て
ほ
し

い
。
限
ら
れ
た
時
間
で
の
全
校
説
明

会
実
施
は
評
価
す
る
が
、
日
頃
か
ら

の
市
政
情
報
提
供
の
在
り
方
に
つ
い

て
一
層
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

審
議
し
た
主
な
議
案

　

６
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
宮
下
誠
委
員
長
）

に
付
託
し
、　

日
及
び　

日
の
計
２

１８

２４

日
間
に
わ
た
り
、
歳
入
、
歳
出
、
総

括
の
順
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
成
人
風
し
ん
予
防

接
種
に
要
す
る
経
費
（
千　

万
９
千

２５２

円
）、
東
京
都
か
ら
の
補
助
金
を
活

用
し
た
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
要
す

る
経
費
（
５
千　

万
円
）、
小
学
校
給

５５０

食
調
理
業
務
を
本
年
９
月
か
ら
５
校

民
間
委
託
す
る
た
め
の
学
校
給
食
に

要
す
る
経
費
（
７
千　

万
２
千
円
）、

７９５

フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
と
防
犯
カ
メ
ラ

借
上
げ
の
た
め
の
文
化
財
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費（　

万
円
）

４８６

な
ど
で
す
。

　

６
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２６

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
は
、
小
学
校
給
食
調

理
業
務
の
民
間
委
託
化
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
た
め
。
民
間
企
業
は
、

衛
生
管
理
な
ど
が
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
実
際
の
人
件
費
で
は
財

政
効
果
が
市
の
説
明
よ
り
も
大
変
少

な
く
、
配
置
基
準
ど
お
り
受
託
企
業

が
職
員
を
配
置
す
る
と
財
政
効
果
は

な
い
。
そ
の
財
政
効
果
を
教
育
の
た

め
に
使
う
と
い
う
具
体
的
な
内
容
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
進
め
方
も
市
民

参
加
条
例
の
趣
旨
に
反
す
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

が
反
映
す
る
予
算
で
あ
る
点
で
も
反

対
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

安
全
で
お
い
し
く
温
か
い
給
食
の

提
供
の
た
め
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

直
営
校
の
技
術
的
知
識
と
経
験
の
連

携
に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
新
し

い
経
営
方
式
で
の
小
学
校
給
食
調
理

業
務
委
託
で
、
市
民
満
足
度
向
上
を

図
る
。
他
に
、
成
人
を
対
象
と
し
た

風
し
ん
の
予
防
接
種
や
新
た
に　

人
３６

の
雇
用
を
創
出
す
る
雇
用
対
策
関
連

５
事
業
等
高
く
評
価
で
き
る
。
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
補
助

金
の
有
効
活
用
等
で
財
源
確
保
に
努

め
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
の
予
算
が

編
成
さ
れ
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

４
つ
の
理
由
で
反
対
す
る
。
①
国

が
生
活
保
護
基
準
を
改
定
し
て
も
、

就
学
援
助
な
ど
今
ま
で
の
水
準
は
維

持
で
き
る
よ
う
自
治
体
も
対
応
す
べ

き
。
②
ご
み
減
量
啓
発
の
た
め
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
着
ぐ
る
み
に　

万
円
は

１５０

市
民
感
覚
か
ら
遠
い
。
③
浴
恩
館
公

園
の
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
フ
ェ
ン
ス

で
囲
む
予
算
は
景
観
を
損
ね
、
防
犯

上
か
ら
も
市
民
参
加
で
再
考
す
べ
き
。

④
小
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
は
進

め
方
が
問
題
で
市
民
の
理
解
と
納
得

が
不
可
欠
。
財
政
効
果
も
明
確
な
裏

付
け
が
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

新
し
い
経
営
方
法
が
示
さ
れ
、
５

校
の
小
学
校
給
食
調
理
委
託
料
に
関

す
る
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
第
２
次
に
続
き
、
平
成　

年
に

２２

示
さ
れ
た
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱

の
中
で
既
に
目
標
に
掲
げ
、
議
会
に

も
諮
ら
れ
て
き
た
。
年
間
約
４
千
万

円
の
財
源
が
捻
出
さ
れ
教
育
費
に
充

審
議
し
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

２５

Ａ

Ｑ

本会議は年４回（３月、６月、９月、１２月）定期的に開かれる定例会と、必要に応じて開かれる臨時会があり、原
則、市長が招集します。
定例会・臨時会とも会期が定められ、本会議や委員会を開き、議案などを審議し、議会としての意思を決定します。
定例会は約１か月間開かれます。市長や議員から提出される議案や議員案は、おおむね以下のような流れで審査さ
れます。

議会はどのような流れで進むのですか？ 議議 会会ＱＱ＆＆ＡＡ

説

明

討

論

質
疑
・
答
弁

採

決

委
員
長
報
告

採

決

討

論

可 決

否 決

継続審査

提
出
者
の
説
明

委

員

会

へ

付

託

質
疑
・
答
弁

本 会 議 本 会 議委 員 会

※付託→議長が議案などを委員会で審査するよう任せること。
※討論→議案への賛成や反対の意思を表明すること。
※採決→議案に対して議長（委員長）が本会議（委員会）で表決をとる

行為のこと。

※請願・陳情の場合は、可決が採択、否決が不採択となります。

議
案
の

提

出
市　長

議　員
議
員
案
の

提

出

市　民

請
願
・
陳
情
の

提

出


